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明
治
維
新
に
よ
っ
て
政
権
を
奪
取
し
た
薩
長
連
合
の

明
治
政
府
は
德
川
時
代
の
教
育
を
程
度
の
低
い
も
の
と

決
め
つ
け
葬
り
去
っ
た
。
更
に
昭
和
の
敗
戦
後
は
階
級

闘
争
史
観
を
も
っ
た
人
々
が
、
江
戸
時
代
の
文
化
を
封

建
制
度
の
遺
物
と
主
張
し
て
捨
て
去
っ
た
。

そ
の
結
果
、
今
日
、「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ

け
」
と
い
う
、
ま
こ
と
に
嘆
か
わ
し
い
世
相
が
支
配
的

に
な
っ
た
と
言
え
る
。「
経
済
」
と
い
う
語
は
、
元
来
、

「
経
世
済
民
」
の
略
語
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
金
儲

け
」
の
意
味
だ
と
決
め
て
か
か
り
、
経
済
優
先
す
な
わ

ち
金
儲
け
優
先
の
時
代
に
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
々

の
心
は
ま
こ
と
に
貧
し
く
な
っ
た
と
思
え
る
。
豊
か
な

心
と
は
何
か
。
そ
れ
は
大
自
然
や
他
人
の
心
を
尊
重
す

る
美
し
い
心
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
経
済
即
ち
金

銭
の
た
め
に
は
自
然
を
破
壊
し
他
人
を
蹴
落
と
し
て
進

む
「
我
利
我
利
亡
者
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
葬
り
さ
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
文
化
、
こ

と
に
江
戸
時
代
の
教
育
に
は
、
心
の
豊
か
さ
を
育
む
教

え
が
沢
山
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
と

思
う
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
教
育
の
中
心
は
漢
学
で
あ
っ
た
。
漢
学

は
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
文
化
で
あ
る
。
中
国
で
は
、

科
挙
制
度
、
す
な
わ
ち
学
生
の
も
つ
漢
学
知
識
を
試
験

す
る
制
度
に
よ
っ
て
官
吏
を
選
抜
し
て
き
た
。
し
か
し
、

日
本
は
科
挙
制
度
を
輸
入
し
な
か
っ
た
。
で
は
日
本
で

漢
学
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
。
そ
れ
は
今
日
の

言
葉
で
い
う
な
ら
ば
、
選
抜
に
関
係
な
い
「
教
養
学
科
」

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
教
養
」
と
は
博
学
を
ひ
け
ら

か
す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
心
の

豊
か
さ
」
を
養
う
方
法
な
の
だ
。

で
は
、
生
活
に
直
接
役
立
つ
技
術
は
ど
の
よ
う
に
教

育
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
徒
弟
制
度
か
、
乃
至
は
専
門
の

家
塾
で
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
を
指

導
す
る
立
場
に
あ
る
人
々
を
（
上
級
武
士
だ
け
で
な
く

有
力
農
民
、
町
人
を
含
む
）
養
成
す
る
た
め
に
、
実
技

を
離
れ
た
教
養
科
目
即
ち
漢
学
が
教
育
の
中
心
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
い
て
、
実
技
教
育
が
遅
れ
て
い
た
か
と
い

え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
数
学
や
工
業
技
術

の
レ
ベ
ル
は
世
界
的
に
み
て
も
決
し
て
低
く
は
な
か
っ

た
。教

養
科
目
と
し
て
の
漢
学
、
と
く
に
漢
詩
文
を
学
ぶ

江
戸
時
代
の
教
育
を
見
直
そ
う
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こ
と
で
、
注
目
し
た
い
の
は
、
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
理
性
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
、
宇
宙
を

知
る
こ
と
の
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
重
要
な
の
は
、
支

配
を
受
け
る
人
々
の
苦
労
を
察
す
る
感
性
…
…
そ
れ
は

自
然
の
美
し
さ
を
知
る
感
性
に
も
通
じ
る
も
の
だ
が

…
…
で
あ
る
。

今
日
、
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
感
性
を
養
う
教
養
科
目

が
、
と
く
に
高
等
教
育
で
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
寒

心
に
堪
え
な
い
。
選
抜
試
験
に
関
係
な
い
教
養
科
目
こ

そ
今
日
の
ギ
ス
ギ
ス
し
た
世
相
を
救
う
学
問
で
は
な
い

か
。
人
々
の
心
の
豊
か
さ
を
と
り
戻
す
た
め
、
江
戸
時

代
の
漢
学
教
育
は
是
非
と
も
再
評
価
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

朝あ

さ
づ付

く
日ひ

塔と
う

せ世
の
杜も

り

に
み
酒し

ゅ

手た

向む

け

　
　
　
　

忌き

日び

に
祈い

の

ら
む
称た

た

ふ
る
大う

人し

を

�

龍 

宗

七
十
八
年
目
の
慰
霊
の
夏
を
迎
え
た
。
今
夏
は
特
に

熱
い
日
が
つ
づ
い
た
が
「
芭
蕉
旅
の
全
句
吟
詠
集
」
筆

稿
に
全
力
を
注
い
だ
。
明
年
（
二
〇
二
四
年
）
は
芭
蕉

生
誕
三
百
八
十
年
に
当
る
、
俳
聖
と
称
さ
れ
た
芭
蕉
は

伊
賀
上
野
の
地
よ
り
江
戸
に
出
て
僅
か
二
十
年
（
三
十

才
～
五
十
才
）
の
俳
諧
人
生
で
あ
っ
た
。
四
十
才
～
四

十
五
才
の
熟
期
に
五
度
の
旅
を
し
、
山
水
の
遊
覧
に
よ

り
日
記
形
態
の
紀
行
文
と
紀
行
句
（
一
六
八
句
）
を
表

わ
し
て
い
る
。（
小
生
著
参
照
）。
特
に
「
奥
の
細
道
」

は
万
人
に
愛
読
さ
れ
、
そ
の
地
は
観
光
地
と
な
り
多
く

の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。

さ
て
拙
堂
は
儒
学
者
で
あ
り
漢
詩
人
で
あ
っ
た
が
紀

行
文
を
得
意
と
し
、
多
く
の
文
話
を
表
し
た
、
紀
行
文

の
中
か
ら
お
も
な
も
の
を
年
代
別
に
紹
介
し
て
お
こ
う
、

一
八
二
四
年
（
二
十
七
才
）
始
め
て
の
も
の
で
あ
る
長

谷
山
記
（
義
弟
鈴
木
又
甫
と
長
谷
山
に
登
る
）、
一
八
二

六
年
（
二
十
九
才
）
京
華
游
録
（
京
、
大
阪
へ
の
始
め

て
の
旅
）
一
八
三
〇
年
（
三
十
三
才
）
梅
谿
遊
記
（
梁

川
星
厳
夫
妻
ら
と
月
ヶ
瀬
へ
探
梅
の
旅
）
一
八
五
六
年

（
五
十
九
才
）
澡
泉
餘
草
（
但
馬
の
城
崎
温
泉
へ
湯
治
の

旅
）
一
八
六
〇
年
（
六
十
三
才
）
南
游
志
（
紀
伊
半
島

一
周
の
旅
）
等
で
あ
る
。
拙
堂
は
深
く
敬
仰
し
て
い
た

韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
、
中
唐
・
儒
者
・
文
人
）
の

「
知
者
楽
水
。
仁
者
楽
山
」
又
司
馬
遷
（
前
一
四
五
？

～
？
前
漢
の
歴
史
家
・
史
記
を
記
す
）
の
「
大
自
然
の

壮
観
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
の
大
家
と
な
り
得

た
」
等
に
学
び
実
践
し
た
。
そ
し
て
自
然
を
こ
よ
な
く

愛
し
旅
を
し
紀
行
文
と
紀
行
詩
を
多
く
記
し
た
。
拙
堂

が
十
年
に
亘
っ
て
文
章
の
指
導
を
仰
い
だ
頼
山
陽
も
大

分
の
「
山や
ま

国く
に

谷だ
に

」
を
「
耶や
ば
け
い

馬
渓
」
と
名
付
け
「
耶
馬
渓

図
巻
記
」
を
表
わ
し
渓
谷
の
名
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

拙
堂
の
「
梅
谿
遊
記
」（
月
ヶ
瀬
記
勝
）
も
か
く
の
如
く

で
あ
る
。
即
ち
漢
詩
文
と
漢
詩
の
旅
行
記
で
あ
る
。
芭

蕉
は
俳
文
と
で
も
云
え
る
か
、
俳
意
を
含
め
た
折
衷
の

新
文
体
の
旅
日
記
と
俳
句
を
表
し
た
、
俳
句
と
漢
詩
の

ち
が
い
は
あ
る
が
文
学
と
し
て
共
に
大
い
に
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
で
は
拙
堂
は
漢
詩
に
つ
い
て
ど
の
様
な
考

え
方
を
も
っ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
よ
う
な
詩

が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ

う
。こ

の
詩
は
拙
堂
の
詩
に
対

す
る
目
標
で
あ
っ
た
の
か
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

弥
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
、

よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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年
金
生
活
も
四
年
目
に
入
っ
た
。
現
役
時
代
に
は
趣

味
は
「
釣
り
」
と
「
読
書
」
と
言
っ
て
い
た
。
釣
り
は

続
け
て
い
る
も
の
の
、
読
書
の
方
は
少
し
疎
遠
に
な
っ

て
い
る
。
あ
れ
ほ
ど
老
後
は
充
分
な
暇
を
読
書
に
充
て

ら
れ
る
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
。

読
書
と
の
出
会
い
は
、
大
学
時
代
に
ロ
シ
ア
の
文
豪

ト
ル
ス
ト
イ
の｢

復
活｣
を
読
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
彼

の
平
和
主
義
、
自
分
の
良
心
に
従
っ
て
生
き
る
考
え
方

に
共
鳴
、「
戦
争
と
平
和
」、「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」

を
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
。
日
本
の
作
家
で
は
ト
ル
ス
ト

イ
に
影
響
を
受
け
た
白
樺
派
の
有
島
武
郎
の
小
説
が
好

み
だ
っ
た
。

四
十
歳
頃
ま
で
は
、
読
書
と
言
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
書
が

中
心
で
小
説
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
。
そ
の
後
東
京
勤
務

と
な
り
、
通
勤
電
車
の
中
で
再
び
読
書
を
始
め
た
。

ま
ず
吉
川
英
治
の
「
新
書
太
閤
記
」。
史
実
に
基
づ
い

た
存
在
感
の
あ
る
主
人
公
と
物
語
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
、

「
私
本
太
閤
記
」、「
三
国
志
」、「
宮
本
武
蔵
」
な
ど
に
夢

中
に
な
っ
て
駅
を
乗
り
過
ご
す
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

次
は
司
馬
遼
太
郎
。
司
馬
史
観
と
言
わ
れ
る
歴
史
観
を

持
ち
、
作
者
が
好
意
を
持
つ
人
物
を
中
心
に
描
く
作
品
、

｢

竜
馬
が
行
く｣

、「
坂
の
上
の
雲
」、「
空
海
の
風
景
」、
な

ど
手
当
た
り
次
第
に
読
ん
だ
。「
峠
」、
は
主
人
公
の
長

岡
藩
士
河
井
継
之
助
が
師
と
仰
ぐ
齋
藤
拙
堂
の
茶
磨
山

荘
を
訪
問
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
ま
さ
か
こ
の
時
は
、
将

来
拙
堂
会
に
関
わ
る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

藤
沢
周
平
や
山
本
周
五
郎
は
全
集
ま
で
買
っ
た
が
、
江

戸
時
代
を
舞
台
に
庶
民
や
下
級
武
士
の
苦
衷
や
哀
歓
を

描
い
た
作
品
が
多
く
、
読
む
の
に
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

六
十
歳
頃
か
ら
は
、
池
波
正
太
郎
の
「
鬼
平
犯
科
帳
」、

「
剣
客
商
売
」、「
藤
枝
梅
安
」。
主
人
公
の
活
躍
が
痛
快

だ
っ
た
。
更
に
は
葉
室
麟
の
敗
者
や
弱
者
の
視
点
を
大

切
に
し
た
時
代
小
説
。
比
較
的
短
い
作
品
が
多
い
の
で
、

購
入
し
た
文
庫
本
は
三
十
九
冊
を
数
え
た
。

読
書
は
知
識
量
を
増
や
す
、
判
断
力
が
身
に
付
く
、

語
彙
力
が
増
す
。
想
像
力
が
増
す
な
ど
の
教
養
を
高
め

る
た
め
と
言
わ
れ
る
が
、
や
は
り
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白

い
も
の
が
い
い
。
私
は
特
定
の
好
き
な
作
家
の
歴
史
・

時
代
小
説
に
偏
っ
た
読
書
で
、
著
名
な
作
家
の
作
品
を

集
め
た
文
学
全
集
は
読
ま
な
か
っ
た
。

穏
や
か
な
自
然
詩
が
王
維
や
孟
浩
然
の
詩
で
あ
り

絢
爛
豪
華
に
彩
ら
れ
た
詩
が

　
　
　
　
玉
渓
（
李
商
隠
）
の
詩
で
あ
る

お
の
づ
と
そ
れ
ら
と
は
区
別
し
て

　
　
　
　
韓
愈
や
杜
甫
の
詩
の
よ
う
に

泰
山
や
崋
山
の
は
る
か
な
気
高
さ
に
似
た

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
詩
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
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味

趣
　
　
味
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司
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司
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も
っ
と
も
渡
辺
京
一
の
「
逝
き
し
世
の
面
影
」、
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」
ジ
ャ

レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
「
銃
・
病
原
菌
・
鉄
」
な
ど

の
文
明
・
文
化
論
な
ど
は
興
味
深
く
読
ん
だ
。

面
白
い
こ
と
に
仕
事
で
多
忙
だ
っ
た
時
の
方
が
読
書

は
出
来
た
。
年
齢
と
共
に
「
好
奇
心
」「
向
上
心
」
そ
れ

に
「
根
気
」
の
三
つ
の
「
Ｋ
」
が
な
く
な
っ
て
き
て
、
こ

の
頃
は
も
う
趣
味
は
読
書
と
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
行
動
規
制
も
な
く
な
っ

た
の
で
、
今
後
は
趣
味
を
魚
釣
り
と
元
々
好
き
だ
っ
た

旅
行
に
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

三
島
中
洲
、
名
は
毅
。
天
保
元
年
、
備
中
窪
屋
郡
中

島
村
（
現
在
の
岡
山
県
倉
敷
市
中
島
）に
生
ま
れ
る
。
十

一
歳
か
ら
学
問
を
志
し
、
十
四
歳
で
儒
学
者
山
田
方
谷

の
門
に
入
り
陽
明
学
を
学
ん
だ
。

二
十
三
歳
で
伊
勢
の
津
に
出
て
齋
藤
拙
堂
に
師
事
す

る
。当

時
の
津
藩
は
二
酉
（
に
ゆ
う
・
蔵
書
が
多
い
こ
と
）

で
天
下
に
鳴
り
響
き
、
典
籍
係
の
川
北
梅
山
は
、
中
洲

が
書
籍
を
返
す
た
び
に
「
も
う
読
ん
だ
の
か
！
」「
も
う

読
ん
だ
の
か
！
」
と
驚
い
た
と
い
う
。

津
で
学
ぶ
こ
と
五
年
、
十
五
種
ほ
ど
の
著
作
も
残
し
、

「
備
中
に
三
島
遠
叔
あ
り
」
と
評
判
に
も
な
っ
た
。

「
余
の
学
、
半
ば
津
に
成
る
」
と
中
洲
は
述
懐
し
て
い

る
。二

十
八
歳
で
江
戸
に
出
て
、
昌
平
黌
に
お
い
て
佐
藤

一
斎
に
学
ん
だ
。
三
十
歳
の
時
、
備
中
松
山
藩
に
仕
え

る
。明

治
維
新
後
、
新
政
府
の
命
に
よ
り
上
京
、
新
治
裁

判
所
長
、
大
審
院
判
事
（
現
在
の
最
高
裁
判
所
判
事
）

を
務
め
た
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
十
日
、
東
京
一
番
町

（
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
）
の
自
邸
に
漢
学
塾
・
二
松

学
舎
を
創
設
し
、
時
流
に
さ
か
ら
っ
て
孔
孟
の
教
え
に

も
と
づ
く
儒
学
教
育
に
よ
る
人
材
の
養
成
に
あ
た
っ
た
。

庭
に
二
本
の
松
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

当
時
、
二
松
学
舎
は
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
、
中
村

正
直
の
同
人
社
と
な
ら
ん
で
三
大
塾
と
い
わ
れ
、
実
に

七
千
人
の
卒
業
生
を
だ
し
た
と
い
う
。
多
く
の
子
弟
を

育
成
し
、
漢
学
・
東
洋
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

二
松
学
舎
で
学
ん
だ
文
化
人
に

は
、
夏
目 

漱
石
、
中
江 
兆
民
、
犬

養 

毅
、
嘉
納 

治
五
郎
、
黒
田 

清
輝
、

比
田
井 

天
来
、
薄
田 

泣
菫
、
平
塚 

雷
鳥
…
…
偉
人
が
い
る
。

書
道
に
お
い
て
は
、
比
田
井
　
天

来
古
典
の
筆
法
「
俯
仰
法
」
の
発
見

等
、
書
の
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
、「
現
代
書
道
の
父
」
と

仰
が
れ
た
書
道
家
で
す
。
長
野
県
に
生
ま
れ
、
十
六
歳

で
漢
学
を
修
め
、
書
を
独
習
。
明
治
三
十
一
年
二
十
七

歳
で
、
二
松
学
舎
に
転
学
し
て
、
漢
籍
、
金
石
文
字
学
、

各
体
字
学
を
研
究
す
る
。
ま
た
渡
辺
沙
鴎
、
久
志
本
梅

荘
、
若
林
快
雪
ら
と
親
交
し
、
書
道
界
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
師
、
日
下
部
鳴
鶴
は
、
自
分
の
手
本
を
学

ぶ
の
で
は
な
く
、
広
く
古
典
を

直
接
学
ぶ
よ
う
に
指
導
し
た
。

第
一
回
齋
藤
拙
堂
顕
彰 

小

中
学
生
書
道
展
か
ら
、
企
画
・

運
営
・
審
査
さ
れ
て
い
る
の
が
、

稲
垣
無
得
　
理
事
で
あ
り
、
二

松
学
舎
三
重
県
支
部
の
前
支

部
長
で
、
大
学
の
先
輩
、
故
金

子
清
超
先
生
門
下
生
に
推
挙
し

て
い
た
だ
い
た
人
生
の
師
で
も

あ
る
。

「教育勅語」より（八十二歳の作）（米寿の頃の作）

二
松
学
舎

二
松
学
舎    

創
立
者

創
立
者

    

三三    

島島    

中中    

洲洲
理理    

事
　
事
　
小
川
　
直
紀

小
川
　
直
紀
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齋
藤
拙
堂
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
漢
文
・
漢
詩
を
思
い
出
す
。
斯
界
き
っ
て
の
名
文
家

と
し
て
の
拙
堂
は
名
高
い
。
が
、
彼
は
当
時
の
知
識
人
の
た
し
な
み
と
し
て
、
少
数
で

は
あ
る
が
和
歌
も
作
っ
て
い
た
。

彼
の
和
歌
の
集
め
た
唯
一
の
資
料
と
し
て
、
鈴
木
敏
雄
編
『
津
藩
齋
藤
拙
堂
和
歌
集
』

（
大
正
十
四
年
）
と
言
う
本
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
彼
の
和
歌
が
五
十
首
ほ
ど
収
め
ら

れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
知
人
や
弟
子
た
ち
に
与
え
た
短
冊
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

よ
う
だ
。
制
作
さ
れ
た
時
期
も
不
明
確
な
も
の
が
多
い
。

が
、
手
掛
か
り
は
あ
る
。
彼
の
歌
の
多
く
に
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
と

彼
の
年
譜
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
お
お
よ
そ
の
制
作
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
文
政
・
天
保
年
間
を
中
心
と
し
た
彼
の
二
十
代
や
三
十
代
の

歌
と
茶
磨
山
荘
を
開
い
た
の
ち
の
五
十
代
以
降
の
歌
の
間
に
は
、
か
な
り
の
印
象
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
　
　

忍
岡
の
花
を

  　

誰
も
訪
ふ
し
の
ぶ
が
岡
の
さ
く
ら
ば
な
し
の
び
果
つ
べ
き
い
ろ
香
な
ら
ね
ば

お
そ
ら
く
彼
が
江
戸
に
出
府
し
て
間
も
な
い
時
期
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
年
）
頃

の
歌
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
、
拙
堂
は
三
十
代
前
半
、
彼
は
江
戸
の
桜
の
名
所
で
あ

る
上
野
の
忍
岡
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
。

本
来
、
人
目
を
忍
ぶ
よ
う
な
名
前
の
「
忍
岡
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
江
戸
に
住

む
誰
も
が
そ
こ
を
訪
れ
る
。
人
目
を
忍
ぶ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
初
句
と
第
二
句
「
誰
も

訪
ふ
し
の
ぶ
が
岡
の
」
と
い
う
部
分
に
は
そ
ん
な
洒
落
め
か
し
た
発
想
が
窺
が
え
る
。
さ

ら
に
第
四
句
の
「
し
の
び
果
つ
べ
き
」
は
あ
き
ら
か
に
「
忍
岡
」
と
い
う
地
名
か
ら
引

き
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
拙
堂
は
目
の
前
に
咲
い
て
い
た
は
ず
の
満
開
の
桜
の
花

の
美
し
さ
よ
り
も
「
忍
岡
」
と
い
う
地
名
に
興
味
を
感
じ
、
そ
の
地
名
か
ら
こ
の
よ
う

な
洒
脱
な
歌
を
作
り
あ
げ
る
。
若
い
拙
堂
の
興
味
は
、
眼
前
の
光
景
よ
り
は
、
地
名
（
言

葉
）
の
方
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
同
じ
時
期
、
今
の
東
京
北
部
に
あ
っ
た
花
の
名
所
飛
鳥
山
を
歌
っ

た
歌
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

飛
鳥
山
の
花
を
見
て

  　

き
の
ふ
来
ず
け
ふ
ま
た
来
ず
ば
あ
す
か
山
花
の
盛
り
を
た
だ
に
過
ぎ
な
む

こ
の
歌
で
も
拙
堂
は
「
飛
鳥
山
」
と
い
う
地
名
に
含
ま
れ
て
い
る
「
あ
す
」〈
明
日
〉

と
い
う
言
葉
か
ら
発
想
を
広
げ
て
い
る
。

私
は
昨
日
、
飛
鳥
山
に
行
か
な
か
っ
た
。
も
し
今
日
も
飛
鳥
山
に
出
か
け
な
い
な
ら
、

明
日
に
は
飛
鳥
山
の
花
の
盛
り
は
空
し
く
過
ぎ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
拙
堂
は
そ
う

歌
う
。
昨
日
、
今
日
、
明
日
。
拙
堂
は
飛
鳥
山
の
「
あ
す
」（
明
日
）
と
言
う
言
葉
に
触

発
さ
れ
て
「
昨
日
」「
今
日
」
と
い
う
上
句
の
言
葉
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
こ
の
歌
で
も
拙
堂
の
関
心
は
、「
飛
鳥
山
」
と
い
う
地
名
、
言
葉
に
向
か
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歌
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
言
葉
に
淫
し
、
言
葉
へ
の
興
味
関
心
か
ら

和
歌
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
拙
堂
の
和
歌
観
で
あ
る
。
若
き
日
の
拙
堂
に
と
っ
て
和
歌

は
、
何
よ
り
も
ま
ず
言
葉
遊
び
で
あ
っ
た
。
言
葉
そ
の
も
の
の
面
白
さ
。
そ
の
面
白
さ

へ
の
興
味
関
心
が
拙
堂
に
歌
を
作
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
中
心
の
和
歌
観
は
、
晩
年
に
な
っ
て
く
る
と
劇
的
に
変
化
し

て
ゆ
く
。

　
　
　

山
荘
眺
望

  　

い
づ
く
よ
り
い
づ
く
を
さ
し
て
行
く
な
ら
む
か
す
む
沖
辺
に
白
帆
つ
ら
な
る

拙
堂
が
茶
磨
山
荘
を
開
い
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
頃
の
歌
だ
ろ
う
。
こ
の
時
、

   
特  

別  

寄  

稿

言
葉
の
歌
か
ら
心
の
歌
へ

言
葉
の
歌
か
ら
心
の
歌
へ

　
　
　
　
―

　
　
　
　
―  

齋
藤
拙
堂
の
和
歌
に
つ
い
て

齋
藤
拙
堂
の
和
歌
に
つ
い
て  

――

歌歌  

人人
　　
大
　
辻
　
隆
　
弘

大
　
辻
　
隆
　
弘
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山
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
村
に
私
は
疎
開

し
て
い
た
。
四
歳
だ
っ
た
。
戦
争
が
激
し

く
な
り
、
父
は
自
分
の
故
郷
の
母
を
頼
っ

て
私
ひ
と
り
を
疎
開
さ
せ
た
の
だ
。
村
に

は
ま
だ
戦
火
が
及
ば
ず
、
山
に
せ
ば
め
ら

れ
た
空
に
時
折
飛
行
機
の
音
が
す
る
と
、

子
供
た
ち
は
「
あ
、
Ｂ
29
や
」
と
飛
び
出

し
て
見
上
げ
た
。

こ
の
村
に
は
大
き
な
寺
が
あ
り
、
境
内

は
子
供
た
ち
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
四
方
に

枝
を
広
げ
た
古
い
木
が
一
本
あ
っ
た
。
夏

に
な
る
と
枝
々
の
先
に
桃
色
の
花
を
ふ
さ

ふ
さ
と
つ
け
た
。
花
の
傘
の
下
に
子
供
た

ち
は
集
ま
っ
て
日
が
な
遊
ん
だ
。

寺
の
御
住
職
の
お
っ
さ
ま
は
、
そ
ん
な

子
供
た
ち
を
ニ
コ
ニ
コ
と
見
守
り
な
が
ら
、

「
こ
の
木
は
な
あ
笑
い
木
と
言
う
ん
や
、
枝

の
股
を
く
す
ぐ
っ
て
み
、
花
が
笑
う
ん
や
」

と
言
っ
た
。
男
の
子
た
ち
は
先
を
あ
ら

そ
っ
て
木
に
登
っ
た
、「
枝
が
つ
る
つ
る
し

と
る
で
気
つ
け
て
登
れ
よ
、
サ
ル
で
も
す

べ
る
ん
や
で
」
と
言
い
残
し
て
お
っ
さ
ま

は
竹
箒
を
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
男

の
子
が
枝
の
股
を
く
す
ぐ
る
と
花
た
ち
は
、

ふ
る
ふ
る
と
ゆ
れ
て
笑
っ
た
。
あ
き
る
こ

と
な
く
何
度
も
く
す
ぐ
っ
て
笑
わ
せ
た
。

山
の
村
の
日
暮
れ
は
早
い
。
西
の
空
が

赤
く
染
ま
る
と
鴉
が
甘
い
声
で
鳴
き
交
わ

し
な
が
ら
山
の
ね
ぐ
ら
へ
と
帰
っ
て
行
っ

た
。「

カ
ラ
ス
が
、
あ
あ
、
あ
あ
っ
て
鳴
い
て

い
く
ね
」
と
お
し
ゃ
ま
な
都
会
っ
子
の
私

が
言
う
と
、「
ア
ホ
、
カ
ラ
ス
は
カ
ァ
カ
ァ

じ
ゃ
」
と
男
の
子
た
ち
が
は
や
し
た
て
た
、

私
は
遠
く
の
父
や
母
が
恋
し
か
っ
た
。

笑
い
木
は
秋
に
な
る
と
花
が
散
り
は
じ

め
、
枝
先
に
小
さ
な
青
い
実
を
た
く
さ
ん

つ
け
た
。
も
う
枝
に
登
っ
て
花
を
笑
わ
せ

る
子
も
い
な
く
な
り
秋
が
深
ま
っ
て
い
っ

た
。父

や
兄
を
兵
隊
に
と
ら
れ
た
子
や
、
疎

開
っ
子
も
ま
じ
る
村
の
子
供
た
ち
に
教
え

た
笑
い
木
の
話
は
、
も
し
か
し
た
ら
お
っ

さ
ま
の
作
り
話
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

笑
い
木
が
さ
る
す
べ
り
と
知
る
の
は
ず
っ

と
後
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
る
す
べ
り
な
が
く
咲
き
を
り

　

 

ふ
る
さ
と
の

   

か
の
笑
い
木
に
花
満
ち
ゐ
む
か

�

公 

子

笑笑    

いい    

木木短
歌
選
者
　
　
　
　

短
歌
選
者
　
　
　
　

三
芳
　
公
子

三
芳
　
公
子

拙
堂
は
五
十
代
中
盤
を
迎
え
て
い
る
。

高
台
の
山
荘
か
ら
は
、
春
の
伊
勢
湾
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
晩
春
の
霞

に
け
む
る
伊
勢
湾
の
海
上
を
帆
掛
け
船
が
幾
艘
も
つ
ら
な
っ
て
荷
を
運
ん
で
ゆ

く
。
あ
あ
、
あ
の
白
い
帆
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
。
そ
ん

な
た
わ
い
も
な
い
想
像
が
拙
堂
の
心
を
過
る
。
そ
の
瞬
間
を
の
び
や
か
な
言
葉

づ
か
い
で
捉
え
た
の
が
こ
の
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
拙
堂
は
、
遠
く
に
見
え
る
白

帆
に
心
遊
ば
せ
て
い
る
。
彼
の
心
は
眺
望
に
向
か
っ
て
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
お

だ
や
か
で
自
在
な
心
の
あ
り
よ
う
が
想
像
で
き
る
素
直
な
い
い
歌
で
あ
る
。
若

い
頃
の
歌
に
あ
っ
た
言
葉
遊
び
の
形
跡
は
全
く
払
拭
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
同
じ
頃
の
歌
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
歌
も
あ
る
。

　
　
　

城
山
は
城
西
北
郊
外
渋
見
に
あ
り

  　

城
山
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
お
の
づ
か
ら
こ
こ
ろ
も
ひ
ろ
く
な
り
に
け
る
か
な

今
は
住
宅
街
に
な
っ
て
い
る
渋
見
町
の
山
に
登
っ
た
時
の
歌
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
は
津
市
街
の
ひ
ろ
や
か
な
眺
望
が
開
け
て
い
る
。
そ
の
風
景
の
広
々
と
し

た
様
子
を
見
て
、
拙
堂
は
「
こ
こ
ろ
も
ひ
ろ
く
な
り
に
け
る
か
な
」
と
つ
ぶ
や

い
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る
歌
だ
。
こ
の
歌
で
も
拙
堂
は
、
言

葉
遊
び
を
排
し
、
眼
の
前
の
光
景
に
触
発
さ
れ
た
自
分
の
心
の
あ
り
よ
う
だ
け

を
真
っ
直
ぐ
に
歌
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
歌
を
見
て
く
る
と
、
若
い
頃
の
拙
堂
の
歌
と
、
晩
年
の
そ
れ
に

は
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
若
き
日
、
言

葉
へ
の
興
味
関
心
が
先
走
っ
て
歌
を
作
っ
て
い
た
拙
堂
は
、
晩
年
、
眼
前
の
光

景
と
心
の
あ
り
よ
う
を
よ
り
直
接
的
に
歌
う
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
歌

の
言
葉
は
よ
り
の
び
や
か
に
、
自
在
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
。

「
言
葉
の
歌
」
か
ら
「
心
の
歌
」
に
拙
堂
の
歌
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

拙
堂
は
漢
文
に
よ
っ
て
人
間
形
成
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
が
、
晩
年
の
和

歌
に
は
彼
の
素
直
で
朴
訥
な
人
間
性
が
表
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
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齋
藤
拙
堂
顕
彰

第
八
回「
俳
句
・
短
歌
」の
募
集
に

つ
い
て

十
月
一
日
発
行
の

津
市
広
報
と
、
十
月

十
一
日
付
け
で
事
務

局
か
ら
会
員
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
第
八
回
・
齋
藤

拙
堂
顕
彰
「
俳
句
・
短
歌
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
期
限
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
（
日
）
～
令
和

五
年
十
一
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
。

優
秀
作
品
は
令
和
六
年
三
月
十
七
日
（
日
）
の
第
八

回
齋
藤
拙
堂
顕
彰
吟
道
大
会
で
表
彰
し
吟
詠
さ
れ
ま
す
。

賞
は
津
市
長
賞
・
津
市
議
会
議
長
賞
・
津
市
教
育
長

賞
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
会
長
賞
の
四
賞
で
す
。
選
者
は
、

俳
句
は
山
﨑
満
世
理
事
、
短
歌
は
三
芳
公
子
で
、
そ
れ

ぞ
れ
津
市
発
行
「
津
市
民
文
化
」
の
俳
句
・
短
歌
欄
の

選
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
俳
句
・
短
歌
担
当
　
山
﨑
満
世
理
事

（
☎
０
５
９
―
２
５
５
―
２
５
１
５
）

齋
藤
拙
堂
顕
彰

『
第
七
回
小
中
学
生
書
道
展
』

令
和
六
年
三
月
八

日
（
金
）
か
ら
三
月

十
日
（
日
）
ま
で
、
津

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

三
階
の
生
活
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
（
展
示

室
）
で
、
齋
藤
拙
堂
を
顕
彰
す
る
県
下
の
小
中
学
生
書

道
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
。
最
終
日
は
午
後
二
時
。

応
募
要
項

対
象
＝
小
学
生
・
中
学
生
の
毛
筆
作
品

作
品
の
大
き
さ
＝
八
ツ
切
り
・
縦
形
式
の
み

課
題
＝
小
一
・
お
し
ろ
　
小
二
・
み
ど
り

　
　
　
小
三
・
せ
つ
ど
う
　
小
四
・
入
徳
門

　
　
　
小
五
・
有
造
館
　
小
六
・
拙
堂
文
話

　
　
　
中
学
生
・
月
瀬
記
勝

書
体
＝
小
学
生
は
楷
書

　
　
　
中
学
生
は
楷
書
ま
た
は
行
書

　
　
　
一
人
一
点

名
前
の
書
き
方
＝
小
学
一
、
二
年
は
ひ
ら
が
な

　
　
　
三
年
以
上
は
漢
字
。

学
年
の
書
き
方
＝
小
一
～
中
三
、
又
は
一
年
～
六
年
、

中
学
生
も
一
年
～
三
年
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

行
書
作
品
は
名
前
も
行
書

応
募
期
間
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
（
金
）
か
ら

令
和
六
年
一
月
十
四
日
（
日
）

優
秀
な
作
品
に
は
津
市
長
賞
・
津
市
議
会
議
長
賞
・
津

市
教
育
長
賞
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
会
長
賞
等
が
贈
ら
れ
、

そ
の
表
彰
は
令
和
六
年
三
月
十
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

書
道
展
担
当
　
稲
垣
武
嗣
理
事

（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
３
６
７
０
）

齋
藤
拙
堂
顕
彰
第
八
回
吟
道
大
会

令
和
六
年
三
月
十
七
日
（
日
）、
津
市
吟
剣
詩
舞
道
連

盟
主
催
・
津
市
共
催
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
後
援
の
第
七

回
齋
藤
拙
堂
顕
彰
吟
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
日
「
齋
藤
拙
堂
顕
彰
・
俳
句
・
短
歌
」
の

表
彰
式
を
行
い
、
優
秀
作
品
が
吟
じ
ら
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す

日
時
　
令
和
六
年
三
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分

場
所
　
津
市
大
門
七
―
十
五

　
　
　
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
二
階

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

令
和
五
年
度
下
期
の

                  

行
事
予
定

会
報
へ
の
ご
寄
稿
の
お
願
い

会
員
の
皆
様
、
テ
ー
マ
、
内
容
・
全
く
自
由
で
す
。

是
非
ご
寄
稿
下
さ
い
。

短
歌
・
俳
句
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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青
木
　
美
樹

赤
塚
　
　
聰

赤
野
　
多
恵

浅
田
　
剛
夫

東
谷
き
み
子

阿
部
み
ど
り

荒
木
　
康
行

荒
木
田
　
豊

飯
田
　
俊
司

飯
田
　
俊
英

五
十
嵐
靖
尚

池
田
　
太
一

伊
藤
　
慎
二

生
田
　
伸
介

石
野
　
孝
廣

石
渡
　
教
雄

板
谷
ツ
ヤ
子

伊
藤
　
英
次

伊
藤
　
歳
恭

伊
藤
　
武
治

稲
垣
　
武
嗣

稲
葉
　
邦
成

井
ノ
口
岳
彦

井
ノ
口
輔
胖

上
島
　
正
明

内
田
　
観
成

梅
田
　
安
春

浦
田
　
康
寛

浦
出
　
雅
人

大
井
　
和
人

大
江
多
津
子

岡
　
　
美
代

（
竹
村
観
扇
）

大
倉
邦
太
郎

小
川
　
直
紀

小
川
　
真
史

荻
原
く
る
み

奥
田
　
則
子

海
住
　
禎
人

栢
原
　
　
良

勝
眞
　
千
代

葛
山
　
　
丕

加
藤
　
恒
二

加
藤
　
　
栄

加
藤
　
徹
也

加
藤
　
龍
宗

金
児
　
玲
子

川
合
　
俊
平

河
村
ツ
タ
子

川
上
　
貢
司

木
崎
　
真
陽

喜
田
　
恭
子

北
澤
　
浩
二

木
下
　
弓
子

紀
平
　
奉
剣

紀
平
　
嘉
信

草
深
久
美
子

雲
井
　
　
敬

雲
井
　
　
純

栗
真
　
恵
光

向
坂
　
和
也

古
海
　
玲
子

國
分
　
昭
男

児
玉
　
　
進

小
林
　
一
成

小
林
　
　
彰

小
林
　
貴
虎

小
林
美
智
子

齋
藤
　
正
晃

齋
藤
　
正
和

齋
藤
　
正
人

齋
藤
佐
千
子

酒
井
　
宏
明

坂
部
　
竜
也

佐
々
木
政
彦

佐
藤
　
新
治

澤
口
　
真
理

志
田
　
行
弘

嶋
田
　
　
浩

下
野
坊
順
恵

新
開
　
正
浩

菅
野
　
克
也

杉
浦
　
雅
和

杉
本
　
　
和

村
主
　
英
明

鈴
木
　
武
史

鈴
木
　
裕
志

髙
岡
　
弘
典

髙
沖
　
芳
寿

高
倉
ふ
じ
子

髙
田
　
峰
昭

髙
山
　
　
尚

高
橋
　
正
浩

瀧
川
　
　
茜

竹
内
　
雅
明

辰
己
　
清
和

田
中
康
一
郎

田
中
　
幸
子

田
中
　
智
之

田
中
　
秀
人

谷
　
　
伸
司

谷
口
　
定
男

種
田
　
啓
子

種
田
　
真
山

田
矢
　
修
介

塚
澤
　
　
正

塚
澤
　
　
洋

柘
植
　
信
子

辻
　
　
保
彦

津
村
　
観
耀

寺
島
　
栄
一

寺
尾
　
正
紀

寺
田
　
観
啓

土
井
　
眞
次

冨
田
　
陽
子

豊
田
　
龍
倭

内
藤
　
奉
悠

中
川
　
禎
二

中
川
　
弘
文

中
川
　
　
崇

長
嶋
紀
美
子

中
津
　
清
晴

中
津
　
忠
夫

中
野
　
和
代

中
野
　
　
清

中
村
　
昭
子

中
村
　
　
誠

中
村
美
知
子

長
合
　
教
実

南
部
　
昌
己

中
西
　
容
聖

楢
原
富
美
子

西
岡
　
慶
子

西
川
　
幾
子

西
谷
　
嘉
修

西
村
　
淑
子

野
口
　
浩
樹

野
呂
　
茂
樹

長
谷
　
　
茂

畠
山
　
彦
和

畑
野
　
悦
哉

林
　
　
朝
子

林
　
　
竹
生

林
　
　
忠
男

林
口
　
朋
一

久
岡
　
克
美

人
見
　
一
晴

平
井
　
孝
憲

平
田
　
義
仁

福
　
　
正
直

藤
貴
　
靜
扇

渕
脇
　
實
博

藤
原
　
　
悟

深
貝
　
龍
舟

福
沢
　
紳
一

福
島
　
鎮
子

福
永
　
　
昭

別
所
喜
三
生

細
谷
　
正
吉

本
田
三
千
子

槙
岡
　
洋
子

増
田
　
廸
子

増
田
　
幸
恵

松
井
　
幸
子

松
村
　
勝
順

水
谷
　
忠
文

水
谷
　
千
春

見
並
　
勤
子

宮
下
　
昌
幸

三
芳
　
公
子

村
田
　
　
修

森
岡
　
三
和

森
永
　
昌
雄

森
永
　
　
豊

森
下
　
文
夫

森
永
　
千
寿

森
永
　
敏
江

安
村
久
仁
男

柳
川
　
隆
一

柳
谷
　
　
剛

山
岡
　
道
弘

山
上
　
和
美

山
岸
美
智
子

山
家
　
　
泉

山
崎
　
　
計

山
﨑
　
満
世

山
本
三
千
代

山
本
　
有
人

山
本
　
啓
子

米
田
　
豊
山

米
田
　
嬌
山

吉
田
　
　
壽

芳
野
　
貴
典

若
林
　
宏
幸

株
式
会
社
百
五
総
合
研
究
所

伊
藤
印
刷
株
式
会
社

二
松
学
舎
大
学
松
苓
会
三
重

県
支
部
朋
友
会

株
式
会
社
百
五
銀
行

公
益
社
団
法
人
日
本
吟
道
学
院

水
心
会

三
重
交
通
株
式
会
社

百
五
リ
ー
ス
株
式
会
社

公
益
社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院

津
岳
風
会

岡
三
証
券
株
式
会
社
津
支
店

株
式
会
社
Ｚ
Ｔ
Ｖ

百
五
証
券
株
式
会
社

株
式
会
社
刀
根
菓
子
館

錦
水
流
淡
翠
吟
詠
会

水
洋
流
詩
吟
朗
詠
会

株
式
会
社
百
五
カ
ー
ド

藤
貴
流
三
重
扇
和
会

ミ
フ
ジ
株
式
会
社

比
佐
豆
知
神
社

社
会
福
祉
法
人
三
鈴
会
さ
く
ら

保
育
園

株
式
会
社
ヘ
ル
シ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

株
式
会
社
ぜ
に
や
Ｈ
・
Ｃ

株
式
会
社
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
ホ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
辻
工
務
店

三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

一
般
財
団
法
人
三
重
県
環
境
保
全

事
業
団

三
重
県
高
等
学
校
国
語
教
育

研
究
会

ア
ル
コ
株
式
会
社

有
限
会
社
コ
ス
モ
ス

お
ぼ
ろ
タ
オ
ル
株
式
会
社

佐
藤
ラ
イ
ト
工
業
株
式
会
社

丸
ノ
内
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

株
式
会
社
中
部
都
市
建
築
設
計

事
務
所

株
式
会
社
マ
ル
ヤ
ス

株
式
会
社
ア
イ
ケ
ー
デ
ィ

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ

株
式
会
社
松
阪
鉄
工
所

株
式
会
社
丸
中
産
業

株
式
会
社
第
一
ビ
ル

  
会 

員 

一  

覧
　
　
　

　
令
和
五
年

　
十
月
三
十
一
日
現
在

● 
団
体
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 

個
人
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）


